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（
４
面
か
ら
続
く
）

　
　

月
定
例
会
の
各
常
任
委
員
会

１２
で
審
査
し
た
請
願
・
陳
情
は
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

◎　

採　
　

択

　

請
願
第
４
号　

病
児
・
病
後
児

対
応
型
保
育
施
設
の
設
置
を
求
め

る
請
願

　

陳
情
第　

号　

厚
木
基
地
の
艦

２９

載
機
が
岩
国
に
移
駐
し
た
後
の
第

一
種
区
域
見
直
し
に
際
し　

Ｗ
及

８０

び　

Ｗ
地
域
の
告
示
後
住
宅
の
防

７５
音
工
事
並
び
に　

Ｗ
及
び　

Ｗ
地

８０

７５

域
の
外
郭
防
音
工
事
に
つ
い
て
の

陳
情

　

陳
情
第　

号　

介
護
従
事
者
の

３０

処
遇
改
善
の
た
め
に
国
に
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

安
全
・
安
心
の

３１

医
療
・
介
護
の
実
現
と
従
事
者
の

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
の
た
め
国

に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

建
設
業
従
事
者

３２

の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救

済
・
解
決
を
図
る
よ
う
国
に
働
き

か
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

陳
情
第　

号　

福
祉
労
働
者
の

３３

処
遇
改
善
・
人
材
確
保
に
関
す
る

陳
情

　

◎　

不

採

択

　

陳
情
第　

号　

地
球
社
会
建
設

２８

決
議
に
関
す
る
陳
情

　

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第　

号　

子
宮
頸
が
ん
検

２２

診
対
策
の
充
実
を
促
進
し
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
子

供
た
ち
へ
の
調
査
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

子
宮
頸
が
ん
ワ

２３

ク
チ
ン
事
業
の
一
時
中
止
を
求
め
、

早
急
な
調
査
を
開
始
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
陳
情

請
願
・
陳
情
の
結
果

請
願
・
陳
情
の
結
果

　

加
藤　

陽
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
は

そ
の
方
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
！

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
の

対
応
を
！

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

原
発
と
同
様
に

原
子
力
艦
船
の
災
害
対
策
を

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

教
育
問
題
に
つ
い
て

　

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

審
議
会
等
へ
の
議
員
参
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
河
川
改
修

事
業
（
高
水
敷
の
整
備
）
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
県
主
催
の
懇
談

会
に
お
い
て
、
市
民
か
ら
「
高
水

敷
の
整
備
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
広

場
等
の
設
置
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
上
げ
ら
れ
、
県
側
か
ら

は
「
市
か
ら
要
望
を
出
し
て
ほ
し

い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
高
水
敷
の
活
用
に
つ

い
て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

特
定
政
策
推
進
室
長　

相
模
川

の
河
川
管
理
は
河
川
法
に
基
づ
き

県
が
行
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
関
係
部
署
を
集
め
、
相
模
川

水
辺
の
利
用
構
想
勉
強
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
勉
強
会
に
お
い
て
課

題
で
あ
る
河
川
法
等
の
制
約
、
景

観
や
自
然
環
境
の
保
全
と
い
っ
た

観
点
も
踏
ま
え
、
県
が
策
定
し
て

い
る
河
川
整
備
計
画
に
市
の
意
向

を
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

相
模
川
の
水
辺
の
利
用
構
想
案
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
提
案
い
た
だ

い
た
高
水
敷
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
に
つ
い
て
も
、
案
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

行
政
実
例
で
は
、
議
決
機
関
の

構
成
員
た
る
議
員
を
執
行
機
関
の

附
属
機
関
の
構
成
員
と
す
る
こ
と

は
自
治
制
度
の
根
本
理
念
に
反
す

る
こ
と
と
な
り
、
不
適
当
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
市
議

会
議
長
会
で
も
議
員
の
審
議
会
等

へ
の
参
画
の
見
直
し
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
合
計
で　

の
１２

審
議
会
等
へ
議
員
が
委
員
と
し
て

参
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

審
議
会
等
に
つ
い
て
熟
慮
す
る
時

期
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
議

会
と
し
て
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す

が
、
審
議
会
等
の
委
員
委
嘱
ま
た

は
任
命
権
者
は
主
に
市
長
で
あ
り

ま
す
。
全
般
的
な
審
議
会
等
へ
の

議
員
参
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

市
長
の
率
直
な
ご
所
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

議
決
機
関
と
執
行
機
関

の
お
互
い
の
立
場
を
考
え
た
場
合
、

議
員
の
審
議
会
等
へ
の
参
画
に
つ

い
て
は
最
小
限
に
す
べ
き
だ
と
い

う
議
員
の
意
見
に
理
解
を
示
し
ま

す
。
今
後
課
題
と
な
る
部
分
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
附
属
機
関

に
お
い
て
い
た
だ
く
ご
意
見
は
、

大
変
重
た
い
も
の
で
す
し
、
こ
れ

を
尊
重
す
べ
き
も
の
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

審
議
会
等
の
在
り
方
、
そ
し
て

市
民
へ
の
公
開
の
仕
方
、
議
事
の

な
さ
れ
方
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

慎
重
に
、
そ
し
て
細
心
の
注
意
を

払
い
つ
つ
行
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
空
母
は
、
原
子
炉
を
２

基
持
っ
て
お
り
、
福
島
第
１
原
発

の
１
号
機
の　

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に

４６

匹
敵
し
ま
す
。
加
え
て
、
外
部
電

源
施
設
等
が
あ
る
埋
め
立
て
地
の

液
状
化
問
題
、
引
き
波
で
座
礁
し

冷
却
水
が
取
り
込
め
な
く
な
り
炉

心
溶
融
の
恐
れ
、
原
子
力
艦
船
の

金
属
疲
労
に
よ
る
脆
弱
性
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
本
市
は
横
須

賀
か
ら
お
よ
そ　

㎞
で
す
。
原
発

３０

の
避
難
基
準
で
は
、
毎
時
５
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
検
知
し
た
と

き
に
５
㎞
圏
内
は
避
難
で
、　

㎞
３０

圏
内
は
屋
内
退
避
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
原
子
力
艦
船
の
事
故
で
は

毎
時
１
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
で
１
㎞
圏
内
が
避
難
で
、
３
㎞

圏
内
が
屋
内
退
避
と
い
う
そ
ご
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
「
毎
時
５
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
検
知
し
た

ら
米
軍
側
か
ら
通
報
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
は
こ
の
こ
と
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
二
重
、
三
重
の
安
全
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

米
軍
か
ら
毎
時
５

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
検
知
し

た
と
の
通
報
を
受
け
た
場
合
、
地

域
防
災
計
画
の
放
射
性
物
質
対
策

計
画
に
基
づ
き
、
必
要
な
情
報
を

収
集
し
、
伝
達
体
制
を
整
え
、国
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
事
後

の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。
今
後
、

国
に
お
い
て
避
難
基
準
等
の
見
直

し
が
図
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
に

従
っ
た
対
応
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
面
す
る
教
育
問
題
と
し
て
、

教
育
委
員
会
制
度
、
「　

人
学
級

４０

復
活
」
問
題
、
道
徳
の
教
科
化
、

給
食
費
公
会
計
化
、
子
ど
も
の
貧

困
問
題
、
小
・
中
学
生
の
暴
力
行

為
、
元
中
学
校
長
の
生
徒
名
簿
利

用
等
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
教
育
委
員
会
制
度
は
法

律
が
改
定
さ
れ
、
新
た
に
首
長
任

命
の
新
教
育
長
、
首
長
の
教
育
大

綱
制
定
権
、
総
合
教
育
会
議
の
三

つ
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
市
長
と
教
育
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、

私
、
教
育
長
、
教
育
委
員
会
の
間

で
意
思
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
改
正
教
育
委

員
会
制
度
で
は
、
課
題
が
起
き
た

と
き
の
責
任
体
制
の
明
確
化
、
迅

速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
と
と

も
に
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
の

確
保
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
総
合

教
育
会
議
は
首
長
と
教
育
委
員
会

と
対
等
な
執
行
機
関
同
士
の
協
議
、

調
整
の
場
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、

大
綱
に
講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い

て
も
、
こ
の
総
合
教
育
会
議
の
場

で
、
私
と
教
育
委
員
会
の
双
方
が

地
域
に
お
け
る
教
育
施
策
の
方
向

性
を
共
有
し
、
よ
り
一
層
民
意
を

反
映
し
た
教
育
行
政
の
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
協
議
、
調
整
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長　

教
育
委
員
会
制
度
に

つ
い
て
、
私
も
市
長
と
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
居

住
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
、
職

権
で
住
民
票
を
消
除
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

居
住
実
態
が
な
く
住
民
登
録
を
抹

消
さ
れ
た　

歳
未
満
の
子
供
は
、

１８

全
国
の
政
令
市
、
県
庁
所
在
地
な

ど　

市
区
で
９
４
０
人
に
上
る
と

５６
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
国
は
住
民
登

録
が
あ
る
の
に
所
在
が
わ
か
ら
な

い
子
供
に
つ
い
て
は
所
在
確
認
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
抹
消
さ
れ
た

子
供
は
対
象
外
で
、
抹
消
後
に
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
発
覚

す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

住
民
登
録
の
な
い
子
供
は
、
健
診

や
予
防
接
種
、
義
務
教
育
な
ど
を

受
け
る
権
利
が
奪
わ
れ
て
お
り
、

育
児
放
棄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
の
居

所
不
明
児
及
び
職
権
に
よ
る
住
民

票
消
除
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

昨
年
度
、
住
民
票

の
職
権
消
除
は
１
１
４
人
で
、
そ

の
う
ち　

歳
未
満
は
６
人
で
す
。

１８

　

福
祉
部
長　

現
在
、
本
市
に
居

所
不
明
児
は
い
ま
せ
ん
。
健
診
未

受
診
等
の
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、

ま
ず
担
当
課
で
家
庭
訪
問
等
を
行

い
、
所
在
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
親
族
と
連
絡
を
と
っ
た
り
、

入
国
管
理
局
へ
出
国
の
調
査
を
行

う
な
ど
さ
ら
に
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
住
民
票
の
消
除
は
最
後
の
手

が
か
り
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
戸
籍
住
民
課
と

調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

４
月
か
ら
施
行
す
る
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
は
、
生
活
保
護

に
至
る
前
に
、
生
活
困
窮
者
の
方

へ
個
別
的
包
括
的
に
、
生
活
再
建

ま
で
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
を
伴

走
型
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
県
内

２
番
目
に
生
活
保
護
率
が
高
く
、

か
つ
就
労
可
能
な
そ
の
他
世
帯
の

割
合
が
２
割
を
超
え
る
本
市
に
は

必
要
性
の
高
い
事
業
で
す
。

　

支
援
に
は
早
期
発
見
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
重
要
で
す
。
対
象
に
な
る

方
は
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
社
会

的
に
孤
立
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

同
時
に
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
や
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
社
会
的
孤
立

か
ら
生
活
困
窮
に
至
る
こ
と
が
多

く
、
制
度
の
狭
間
に
な
り
や
す
い

状
況
で
す
。
支
援
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
就
労
に
は
そ

の
方
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
段
階
に
応
じ
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

り
、
ま
た
、
社
会
資
源
で
あ
る
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
協
同
組
合
労
働
組

織
等
、
様
々
な
事
業
所
と
ど
う
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

早
期
発
見
の
ア
プ

ロ
ー
チ
及
び
社
会
的
孤
立
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
や

庁
内
関
係
部
署
、
民
生
委
員
等
か

ら
の
情
報
に
よ
り
対
応
し
て
い
く

考
え
で
す
。
就
労
に
向
け
た
段
階

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
や
職
業
体

験
な
ど
現
在
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
ま
す
。


